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日立沖人工魚礁における魚の行動について

Ⅰ　要　　旨

本県では昭和57年度エカ漁場改良造成事業としてコンクリートブロック人工魚礁設置をしてきたが，

40年度に最初に計画した日立沖人工魚礁許の埋設が完了した0「過去も占ヶ年にわたカこれら設置した人

工魚礁群の効果調査を実施した結果，集遊棲息する魚類の概要が明らかになったので，ここに報告する。

円

Ⅱ　調査の方法

人工魚礁の効果調査は設置と同時に次の方法でおこなった。

Ⅱ－1漁獲試験

原則として毎月定期的に三枚吼一枚網を魚礁に投網し・魚の羅飼状況を調査したっ鳩巣は表1，

2に示した。）

Ⅱ－2　潜水調査

日本定置漁業協会中央潜水・松井一弘お上げ水中造形センター館石昭に依緬しその潜水朝察緒巣を整

理した。〔船具は表5に示した（）

Ⅱ－5　聞込み調査

人工魚礁設置周辺地区の一本釣漁業者を対象に人工魚礁での操業結果の聞込みをおこなった〔

Ⅲ　調査結果

魚礁に棲息する魚種は昭和41年度調査報告ですで忙述べたが，本県沿岸に棲息する魚種の多くがみら

れ，58種におエんでいる。そのうち有要魚種14種について以下述べる。

（1）セグロイワシ

本種はほほ周年にわたって魚礁上にみられ・魚礁の頂点を中ノLとして図Ⅰに示したエう夜魚群形状を

作射嚢息している09月～11月に最も群が大きく・この時期は魚礁から－雪ほ海面まで見られることも

ある（イナダ等の餌の働きをしてレ1る。

出現瀕慶は時期に上りかモカ変動する〔丁をわち時期にエカ相当大量に見られ，最多時助は前記セグ

ロイワッと同じ8月一日月頃で，セグロイワシと似た働き乳見せている0魚体は体長2Dl欄後の中

型のマアジが主で，大型のものは見られたいっ（体長組成図2参照）
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完全に魚礁につき大型魚～小型魚せで相当多数見られ・魚礁に附着する生物を餌としてhるエうであ

る。遠泳範掛は魚礁の上部1～2mくらいまでで魚礁よりあまり離れないエうである。ただ商品価値が

低レ1ため漁獲の対象になってレ、丑レ10

廻遊佐魚であるが，魚礁によくつく典型的なものの一つである0本県沖では本種は春～夏がi址軌

秋一冬が南下期であるが，魚礁によく滞留をみるのは秋一冬である0これはイナダの餌となるセクロイ

ヮシがこの雛多いことに起因しているものと想修まれる○盛期‘・ま日㍉11月の2ケ月で魚礁から魚

礁に渡り歩く性質を有し，早い動きで廻っている，このイナダ群は・50～hO尾で一つの群を作ってい

るD春から夏にかけては一般にイナダの廻道が表層に近いので，人工魚礁には滞留が見られかハと相條

されるnまた11月にt・まブ1」の棲息も見られるQ（体長組成図2）

タイ類のたかで最も多く魚礁につく・チダイの設置当初は付きが悉く僅少尾数が見られたに過ぎ加、

ったが．昭和41年度には2占仰にモードを持つ群が相当量付き・小ダイ・中タイも見られる上うに在

った。時期は9月－11月が主でl漁業者の利用匿も高いO r体長組成図2）

（8）ソイ〔キツネメ′くル〕

ィゾダイとともに魚礁に最も初期から見られた魚種であるn設置当初は魚体17C椚および22（丹こモ

ードを持つ2群の付きが見られたが，その後は逐次魚体が成長し，昭和4佃には251罰か上び5ロー湖

にモードを持つ2群となったへその後もさらに魚体は大きくな摘在では付着魚のほとんどが50m以

上腔∴なっているQこの魚は四和とうして人工魚礁を生活の壕として棲息しており・現在は1つのブロ

ックにほほ一宅の割合で見られる0この種としてゴマノイ・クロノイ等も見られるが・ソイ（キツネメ

．くル）よ　少如い∩魚礁の中心部程棲息量が多い・春秋の水温変化時期には幾分棲息最は減少する∩

（魚体組成図21

この種は魚礁に付く魚のたかで，チダィ，イナダとともに商品価値が高く，昭和59年上り魚礁に見

られる上うにたつ払魚体モードは48‘叩秋～冬にかけて魚礁に見られるが・これ上り大きく在った

スズキ類の棲息が見られ別へのは一生魚のみが棲息し・成長とともに魚礁エり離れる性質と想定される。

セイゴの畳は年変動が大きい0（魚体組成図2）

この種はソイと同様卑礁設置当初より見られたが量的には・ずつと少ない魚礁に見られる時期は秋～

冬が多く，2D～50尾程度の群をなし魚礁の底辺部附近を廻還してお。その魚体は10一一15（皿と小

さし、物が主であって漁獲の対象になってい売し10

充種は昭ロ4峰にはじめて漁猿を見たが・体長は28仰～占師7岬範囲であった・この種は普通・

－52－
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400－5D Omの深海の岩砲に棲息し，夏は150mくらいの浅海に移り，また幼時は浅海に分布し，

成長とともに沫所に移るとされてレ1るが，魚礁につく魚体の組成から若生魚と推定され，また一時的を

滞留の場であると考えられる∩魚礁で乱獲出来る時期は7月～8月が主であり，夏は美味とし1われてh

るので今後は魚礁上り漁建される貴重を魚種と在るであろう。r魚体組成図21

flO）　ム　　ツ

，　本種は昭和59年上り見られるエうにたった魚である∩　これもイシナギ同様11月から翌春5月にか

け産卵しその頃は500～5口Omの深海からやや浅レへ所に分布し幼魚は浅所に棲むらしい。現在魚礁

に出現したムツは体長15L町程度であり，イシナギ同様幼魚時代の棲息場として魚礁を利用してしつるら

しい。出現時期庶10～12月で魚種を中心にして遊泳してレ1る。

（11）アイナメ

本種は魚礁設置と同時に出現を見たが，風儀につく性質はたし1ようで魚礁附近の岩礁地潤には単独で

良くみられるn潜水戟察では魚礁内部で（1見かけて浸しがが　滑宛試験で羅網されることは魚礁附近には

棲息してレ1る草が言えるが，漁鞄の対象に売るほど多くなし1と想像されるn

r12）　ウミタナゴ

本種は魚礁に早く上りつきその量も相当量が確認出来，またほぼ同生魚礁に棲息してし1る。魚体は

1〔巨取前後の小型で，50～100尾程度の群をなし魚礁を中心に豆・藩してレ1品。漁獲方法が確立すれ

ば漁業の対象とたり得る魚である∩

（15）　マダイ

本種は魚礁には時期を選択すれば棲息してレ1ることを確認できたが竜的にはごく僅少で，たまに淘雑

をみるに過ぎたいから漁業対象としては‾ぁせり期待で　なし1。漁獲魚の体長は50川～占0川で比較的

大型のタイ仁てかた上っている。

（14）　ウマズラハギ

本種はほぼ周生魚礁に棲息しており，魚体は10－誹f～55川′でふっで大中小せんべんたく棲息してい

るが量的に掟僅少で漁獲の対象にたるにし1行っていなし1。

Ⅳ　考　　察

以上魚礁に棲息してレつることを確認した魚種のうち14種について，その概要を述べたが漁将の対象と

しての有要魚種はイナダ，チダィ，セイゴ，ソィ，の4種で，今後の期待される魚種はウスメバル，イシ

ナギの2種であろうn Lたがってこれらの魚族について人工魚礁漁場での漁撞方法，漁期，魚群の行動等

をさらに検討してゆけば人工魚礁の生産効果を充分に発揮しうると考えられる。

従来の調査結果エカ有用魚種の人工魚礁出現月を天然魚礁のそれと比較すると表4で示したが，人工魚

礁の漁期は8月～12月が主で天然魚礁に比較して出硯月は好観閲である∩　しかし適確に魚礁の魚の行動

等を把握し適切な脂具滑法計確立すれば有効に生産することができエう。

現在までに形成した魚礁の型状は図2に参考までに示した∩

－5　5－
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表1　日立沖人工魚礁刺網試験における魚種出現表（年別，時期別）

■芯 尾在 芸
S 5 7 5 7 5 7 5 8 5 8 5 8 5 8 5 8 5 9 5 9 5 9 5 9 5 9 4 0 4 0 4 0 4 0 4 0 4 1 4 1 4 1 4 1

合　　 計

9月 1 0 1 2 1 2 9 1 1 1 2 1 2 占 9 1 1 2 7 8 1 0 1 1 7 9 1 0 1

・　 マ　 ダ　 イ 2 2 2 2 2 5 2 1 5

・　 ア イ　ナ　 メ 7 2 1 1 5 2 5 1 1 2 2 5

・　 ソ　　　　 イ 1 1 2 2 2 占 2 4 2 4 d 4 4 1 ロ 2 5 5 2 8 0

カ　 サ　 ゴ 1 1 5 5

・　 マ　 ア　 ジ 2
5 1 7 9 4 8 1 1 2 7 1

マ　ア ナ・ゴ 2 1 4 1 4 5 7 5 1 5 1

フ　 グ　 類 1 2 2 4 1 1 5

カ レ イ　 類 2 1 0 2 1 2 1 d 7 1 4 5 2 7 5 0

・　 ヒ　ラ　メ　 類 1 L 1 2 1 1 1 1 2 1 2

ベ　　　　　 フ 7 4 1 5 2 5 1 2 1

エ　 イ　 奈良 占 9 5

　　 〕

1 5

ホ　 シ ザ　 メ 8 5 7 占 5 1 1 2 1 D 2 5 1 5 1 7 ｛ロ 1 7 D

ネ　 コ　ザ　 メ 1 5 2 1 8

・　 メ バ ル 類 1 5 1 5

ー亡 4 1 2 7

ク　サ　ウ　 オ 1 1

サ 1 5 1 4 1 2 1 2

丁　 ダ　 ル
】

8 4 1 1 5 1 5 1 2 2

イ　シ∴モ　 チ l
l

1 2
l

1 1

l
1 1 7

当
彗
諌
日
・
道
志
由
・
罫
銃
蚕
‥
卸
蒸
R
溺
ヰ
か
望
醤
－
目



無
法
別
‥
型
霹
琴
叩
・
切
望
千
一
何
問

忘 こ こ ≡ 芸 S 5 7 5 7 5 7 5 8 5 8 5 8 5 8 5 8 5 9 5 9 5 9 5 9 5 9 4 0 4 D 4 0 4 D 4 0 4 1 4 1 4 1 4 2
合　　 計

9月 1 0 1 2 1 2 9 1 1 1 2 1 2 d 9 1 1 2 7 8 1 0 1 1 7 9 1 □ 1

・　 イ　 ナ　 ダ 2 1 7 1 0 5 1 2 4

カ ナ ガ シ ラ 1 1

・　 ウ マ ズ ラノ、ギ 2 5 5

ク　　　　　 コ 1 1

・　 セ　 イ　　 ゴ 8 2 1 1 1 2 2

ホ ウ　 ポ　 ウ 1 1 2

・　 イ　 ツ ナ ギ 2 1 8 1 9

マ トウダ イ 2 2

ド チ ザ　 メ 1 1

ス ル メ イ カ 2 2

・　 チ　 タ　 イ 5 5 5 1 4 9 5 9

■　　 イ　シ ダ　 イ 2 2

イ トヒキ ダ イ 1 1

マ　　　　　　 ス 1 1

■　　 7　　　　 ラ 2 1

●　　 ム　　　　　 ツ 1 1

マル ソ ー・ダ 5 5

合　　　 計 1 8 9 ‘2 2 4 5 4 4 4 2 7 1 1 S d 5 5 1 4 4 5 8 2 8 1 4 1 4 1ロム 5 2 1 7 7 0 1 4 ‘4 5

備　　　 考

但 回

し 操

2 業
l

l l

注　・郎　県内有要魚種



表2　　日立沖人工魚礁刺網試験過去5立間の月別漁獲屋敷

　　 月

魚 ＿卜 、 尾 薮
1　 月 2　　 月 5　　 月 4　　 月 5　　 月 占　　 月 7　　 月 8　　 月 9　　 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 合　 計

マ　 ダ　 イ 2 7 2 2 2 1 5

ア イ ナ　 メ 5 5 2 2 1 1 7 4 ●　　 8 5 5

ソ　　　 ィ 1 ■　　 2 8 2 8 4 5 8 1 8 7 7 7

カ　 サ　 ゴ 1 5 4

マ　 ア　 ジ 1 4 1 1 ．　 5 5 7 1

マ　ア　ナ　 ゴ 5 8 5 1 4 5 ■　 2 8 占5

フ　 グ　 類 2 ＼ 1 ■　 1 2 1 5

カ レ イ 類 ●　 1 7 9 4 1 0 2 2 5 2 5 1

ヒ　ラ　メ　類 2 2 1 4 2 1 1 2

ノく　　　　　 フ 4 1 5 1 8 5 7 2 9

エ　 イ　 類 占 9 ．　　 9 2 4

ホ シ ザ　 メ 9 d 5 5 1 1 1 1 4 1 5 8 7 2

ネ　コ ザ　 メ 占 1 0 2 1 8

メ　′くル 類 5 2 5

モ 1 2 ■　　　 4 7

ク　サ　 ウ　オ 1 1

サ 1 5 ●　　　 4 1 5 1 2

テ　 ダ　 ル 1 8 4 1 4 4 2 2

イ　シ㌧モ　 チ 1 1 5 1 1 7

イ　 ナ　 ダ 5 8 1 1
l 2 4

当
暫
諌
〓
・
茸
覇
和
・
対
収
容
‥
攣
琴
空
苧
コ
器
講
で
占



魚 種　 尾 易
1　 月 2　　 月 5　　 月 4　　 月 5　　 月 占　　 月 7　　 月 8　　 月 9　　 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月 合　 言十

カ ナ ガ シ ラ 1 1

ウマズラハギ
5 2 5

ク　　　　　 コ
1 1

セ　 イ　 ゴ
5 1 9 2 2

ホ　 ウ　ポ　 ウ 1 1 2

イ　シ ナ　 ギ ■　 1 8 1 1 9

マ ト ウ ダ イ 2 2

ド チ サ　 メ 1
1

ス ル メ イ カ 2 2

チ　 ダ　 イ 5 1 ●　　 5 2 5 5 9

イ　 シ ダ　 イ
2 2

イ トヒ帝ダイ 1 1 2

マ　　　　　　 ス
1 1

ア　　　　 ラ 1 1

ム　　　　　 ツ
1 1

マルソー．一歩’－
5 5

合　　　 計 4 9 7 8 5 5 d O 1 4 5 5 1 5 5 1 5 5 8 9 占8 占

備　　　 考

操 業 5 回 操 業 5 回 操 業 1 回 操 業 2 回 操 業 1 回 操 業 4 回 操 業 5 回 操 業 5 回 操 業 5 回

（注）・印　操業1回当力

平均最大漁獲尾数

無
洋
靴
日
勤
塞
哺
　
　
扇
ぎ
卜
一
軒
蹄



表5　　潜水調査に分ける魚類の勤行

当
等
両
日
・
茸
愚
問
・
蘇
取
参
‥
河
蒸
R
冠
ヰ
か
望
渦
－
目

第　 一　 回　　 日 第　 2　　 回　 目 第　　 4　　 回　　 目

実 施 月　 日 昭 和　 5　 7　年 1 0　 月 1 8　 日 昭和 5 8 生 8 月 2 1 ～ 2 4 日 昭 和 5 9 年 1 0 月 1 0 日～ 1 1 日

二項　　　　 且 魚　 種 体　 長 群 魚　 種 体　 長 群 魚　 種 体　 長 群 且
凰

棲

息

魚

類

ササノハベ ラ ソイ（キツネメノ勺レ） 2 ～ 5 尾 ソ　　　　 イ 4 0亡児2 多　　　 数

イシダイ幼魚 イ　シ ダ　 イ 5 0（Jm 5 尾程 匿 2 ～ 5 群

ウスメパノレ 1 シー1 8cm 多　　　 数

イ　 ナ　 ダ 4 0（邪 1 尾

マ　 ア　 ジ 多　　 鱒

ム　　　　　 ツ 2 0～ 5 0（一珊 80～ 10 q皐数

ウミタナ ゴ

魚 礁 の 形 状

投入個数　 1．5 0 0 個 広 範囲にわたって点在 ， 1 個 所 1 0～ 投入個数　 1．4 5 0 個

半 径 1 5 m の 円形範囲 に 5 個程度の分散 1 5 個 位 の密集 したブロックを認めた。 底辺 4 8 m の ピラ ミッド型 ，三角状 に重横 ，中央部 7

概 略 2 0 0 m 四 方 m ，側近 に 5 段横 の 2 ヶ所形成



難
洋
梨
‥
巻
甚
畔
　
　
品
善
卜
一
田
岡

第　　　 4　　　 回　　　 日 第　　　 5　　　 回　　　 目

実 施　 月　 日 昭 和 4　0 年 9 月　 2　4　日 昭 和 4　0 年 1 1 月 1 1 日

項　　　　 目 魚　　　 種 体　　　 長 群 量 魚　　　 種 体　　　 長 群 豊

棲

息

魚

類

ソ　　　　 イ 1 0 尾 ソ　　　　 イ ブロック2個忙1　 u

イ　シ ダ イ
4　0 L判 多　　　　 数

イ シ ダ イ
5　8 ～ 4　0 cm 1 0　 尾

1 0 ′・－ 1 5 cm 多　　　　 数 2　0 C珊 1 0　 尾　 群

ウ．スメバル 小　　　　 型 多　　　　 数 ウスメバル 1 0 ～ 1 5 cm 5 0　 尾　 群 5 ・－4

イ　 ナ　 ダ 4　口（二m 1 0　 展　 群 魚 礁 旋 回

マ　 ア　 ジ 小　　　　 型 多　　　　 数 マ　 7　 ジ 大型 りJ、型 多　　　　 数

ウマズラハギ 4　0 〔刑

ワ　　 ラ　 サ　 ‾ 1 0　 尾　 群

ブ　　　 リ 1 m 1 0　 尾　 群

セ　 イ　 ゴ 5 0 ～ 占 0群 大　　　　 群

テ　 ダ　 ノレ 5　0 ～ 4 0 （剖j

ヒ　　 ラ　 メ 8　D C爪 2 0 尾

魚 礁 の 塾 状

投入個数　　 7 7 0 個 投 入個数　　　 8 D 5 個

底辺 4 0 m 前後 の非常に立体的，漬密， 占段の重濱 底辺 4 0 m 前後 の非常に立 体的．濃密， 占段の重撹



第　　　‘　　　図　　　日

実施月　日 昭和41年12月　2　0　日

項　　　目 魚　　　種 体　　　長

ソ　　　　　イ 25～50　cm 150尾

イ　シ■　ダ　イ 10～15　C珊 170　尾

ク．ス　メバル

ウ　ミ　タナゴ

息

200　尾

セ　　イ　　ゴ 40　cm

ア　イ　ナ　メ 15　C郡

12　C珊

チ　　ダ　　イ 2　5　cm

ク　ロ　グ　イ

カ　　サ　　ゴ 7～11cm

エ　　　　　イ

備　　　　　　　考

魚礁ブロック1個に1尾魚礁の中を遠泳

魚礁の附着物を索餌

（注）魚礁形成は日立沖，昭和

57年度設置を中ノLにはは5DO

m間隔に投入されているので，

潜水調査は，これらを総合した

結果を記述した。

ブロック上部約1～2mの所をやや早い動き

魚礁の中を遊泳

魚礁の上に定着

魚礁の型状
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図1

魚 探 位 置 久慈 人口魚礁

月 ・日・時刻 42－11 －21 日

12 －50分

深　 さ （m ）
上　 限 21　 m
中　 心 25　 m
下　 限 31　 m

健 の 距 離 10　 秒

濃　　　 淡 海 底 の 1 ／4

海　　　 深 36　 m

推 定 魚 種 ア ジ ・イワシ

記　　　 事 表面水温 18．6 ℃
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図2　　漁獲魚体長組撤回（8）
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図2　　漁獲魚体長組織図（b）
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